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シベリ

アと極東のガラス原料資源②

東シベリアの珪酸資源(前号参照)

東シベリアは現在ソ連東部における主要なガラス用珪

砂の産地となっていてたとえばツルｰン鉱床(イノレグ

ｰツク州)産珪砂はシベリア･極東のほとんどすべて

のガラス工場に送られている.そのほかにも多くのガ

ラス用珪砂鉱床があり鉱量は今後ますます増大するも

のと思われる.さらにクラスノヤｰノレスク地方の南部

プリバイカノレ地域ブリヤｰト自治共和国にも大型可採

珪砂鉱床カミ発見できる見通しは大きい.

クラスノヤｰノレスク地方のシベリア卓状地部分では

クラスノヤｰルスク市東方の地域が珪砂鉱探査の重点に

なっている.この地域の場合ケｰジュマ累層(シル

ノレ系下部統一1説ではオルドビス系下部統)か珪砂層を

胚胎するものでたとえばセルジｰンスキｰ鉱床やテ

ンスコｰイ鉱床がそれに該当する.この累層は斜層理

を有するルｰズな大粒･中粒･細粒質の淡灰色石英砂岩

からなり礫岩やシルト岩･泥岩のレンズや間層を伴い

風化帯の厚さは50mに達している.この砂岩の特徴の

一つは石英の含有率カミ高いことで所によってはそれが

95%ないしそれ以上にもなっている.そのほか長石と

雲母を含有し前者は多くがカオリン化し量的には…

般に2-4%ときに15房に及ぶ場合もある.有英含有

率カ重とくに高い良質の砂岩の場合は無選鉱でガラスの

製造に使用でき水箭すれば一般に晶質がいちじるしく

向上する.

ゼルジｰン沢キｰ鉱床:この珪砂鉱床はカｰ

ンスク市の北方8駄mにあって1951年にガラス用珪砂

として調査されさらに1958年には冶金用資源として再

検討されたことがある.本鉱床の珪砂鉱は石英砂岩の

風化帯そのもので風化作用をとくに強く受けている部

分は厚さか2㎜を越えない.試掘探査は深さ10-12㎜

までしか行なわれていない.本珪砂鉱の化学組成は平

均してSi0･払飢%A1霊O書2.19房Fe.030.54劣

CaOO.35%Mg00.13%TiO量O.12%K20+Na20

0-49%灼熱減量0.91%てあろ.

アンジェ㎞河=スｰシエンスクガラス工場付属研究

室が出した結論によるとセルジｰンスキ㎞鉱床産の珪

砂は窓板ガラスに適し石英砂岩は未選鉱のま凌でも鋳

型用珪砂に必要な条件を備えており水箭すれば簡単に

岸本文男

品質を向上させることができると言う.ガラス用珪砂

としての鉱量はA+B+C1339.2万tである.

テンスコｰイ鉱床:この珪砂鉱床はチｰンスカ

ヤ部落(カｰンスク市南東)の南4-5kmにあって7

鉱層区からたっている.その中でもっともよく調査さ

れているのがテンスコｰイ鉱層区で当該鉱層の厚さは

平均&6mを示し崩れやすいノレｰズ荏砂岩部分が多㌣･.

崩壊･生成している砂は主として石英からなりわずか

に玉髄･長石･雲母を伴っている.平均の化学組成は

SiO星9488%A12032.08%Fe2030.24%CaOO.46

%Mg00.08%K20+Na200.61%Ti02･0.06%

鉱量はA+B+C1207万tである.

1966年にウラル有用鉱物機械処理科学研究設計院が本

鉱床産珪砂鉱に対して開発した選鉱法をさらに全ソガラ

ス研究所がチェックし製造試験を行なった結果による

と選鉱精鉱はガラス用珪砂として適格である.ガラ

ス用珪砂としての鉱量は全体として4,000万tを越える.

ツェｰホムスキｰ(A･M.μex0McK嚇)が1964年に出

した結論によるとケｰジュマ累層はシベリア卓状地南.

部の古生層の中でもっとも注目すべき含珪砂層累層の一

つである.その珪砂はFe分が多く粒度組成も範囲

が広いのでそのままでは使えないが分級･水箭すれば

Fe.03を0.1房まで下げることカミでき(実収率80%)

さらに品質を上げ亭には浮選して微細爽雑物を取り除か

なくてはならない｡そうすると精鉱生産単価が上昇

して採算がとれなくなる恐れがでてくる.しかしそれ

ほど高晶質の珪砂を必要としないガラスを作る場合には

浮選にかけず水箭だけでも現地産の安価な原料として使

える筈である.ルィｰビンスキｰ盆地(クラスノヤｰ

ルスク地方)でもデボン系上部一石炭系下部のチャル

ギｰンスカヤ累層に珪砂層が分布している.この珪砂

層は石英砂岩層(厚さ11-12.3皿)その見ので地表部

ではそれカミルｰズな砂に変っている.仁の石英砂岩と･

石英砂は化学組成中SiO｡が最高97.5%前後という高

い珪酸含有率を示すと同時にFe.O｡もまたO.1-1.0%

と高いのが特徴といえる.

モロｰゾフ鉱床:この鉱床はピｰンチノ南方25

kmに位置しチャノレギｰンスカヤ累層申の一連の鉱床�
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策1図

バイカル湖畔で語らう日本人青年とロ

シア人少女.湖の水は冷たく美咲で

鞘あった(リストビヤｰンカにて)

妻曇鰹｡灘綴裏三菱噌鰯

と鉱物資源について話し合っていたら

子供たち(小学生?)カミ多勢入ってきてう

るさくなった.受付のオハさん淋｢ス

ヘシャリストカミ語をしておられるから静

かにしなさい｣とたんにシｰンと渋っ

てか売って当方があわててしまった.

の中では率っともよく調査されているものである.鉱

床は砂質泥岩と石灰質泥岩の層中に分布するレンズ状の

石英砂岩で純粋に近い石英砂岩と粘土･炭酸塩物質に

膠結された石英砂岩の2種かあり前者の場合にSiO･カミ

89.4-97.1%Fe203がO.06-O.93%A1203カミ1.6-

4.33%である.これを水簸選鉱すればSi02を98.5-

99%に上げFe.03を0.05%に下げることができその

精鉱は窓板ガラスの製造に適することになる.後者の

石英砂岩はそのままではSiO･86.22%Fe･031.10%と

質が悪すぎるが同じく水箭すればSiO｡が92-93%

Fe.O｡が0.5-0.7%どたり械討の余地がでてくる.

本鉱床のガラス用石英砂岩の鉱量はA+杷十C1が22万t

C2か175.6万tである.

クラスノヤｰノレスク地方の南部でもう一つ関心か払わ

れているものに二畳紀前期の石英砂岩(ソフホｰズ累

層)カミある.その分布は幾つかの地区で確認ずみであ

るがそのうちのズメィｰヌィロｰクの石英砂岩層

が1966年に調査･探鉱された.この砂岩は品質からす

ればガラスの製造原料として適格狂ものであるが層が

薄くて(0.7-1.4㎜)さらに精査をすすめるほどのもの

ではなかった･現在ではその下位に分布する石炭紀

中期のチュルノコｰノレスク累層の石英砂岩と併せて調査

されている.･またルィｰビンスキｰ盆地とカｰンスク

=タセｰエボ盆地のジュラ系中にも長石･石英砂鉱層が

分布している.詳しくはジュラ系下部統の砂岩･泥岩

層中にもジュラ系中部統の石英･カオリン層中にも珪砂

が胚胎されており分級は悪いが選鉱すればガラスの

製造にも鋳型にも使用することカミできる.

バラｰイ鉱床:上記の珪砂鉱タイプを代表するの

がこのパラｰイ鉱床てがって鋳型用珪砂を目的に探査

されたことがある.珪砂鉱層の厚さは7-14皿平均

10,3m被覆層の厚さは2,8mである,Si02を平均97

%含有し鉱量は約50万tとなっている.

エニゼｰイ山稜の東麓アンガラｰ河の右岸に沿って

分布する震旦系シュンタｰリ累層とニシュネアンガｰ

ルスク累層の砂岩残積層中にも石英からなる砂鉱層が

亭りこの珪砂のI晶質はかなり高い.

デリカウｰド鉱床:上記残積層中の砂鉱層から

在る代表的な鉱床でカｰメンカ近くに位置する.そ

の珪砂鉱は一般に高品質でSiO｡含有率は平均98.8%

Fe.O｡は痕跡から0.35%までである.

エニゼｰイ河寄りのチュノレィｰム=エニゼｰイ凹地東

部のドゥｰプチェス河･スィｰム河･ケｰミ河･アンツ

ィｰフェロフカ河流域に分布するダｰト階･青第三系は

湖成層と湖成･沖積層からなっているがその中に多量

の粘土を混えた細粒および中粒質の石英･長石砂と石英

砂カ状く発達している.その中でもっとも純度の高い

珪砂鉱(石英含有率95丁98%)カミ分布しているのはアン

ツィｰフェロフカ河流域で号こに一連の鉱床(アンツ

ィｰフェリ鉱床ポタスクｰイ鉱床など)カミ形成され

ている.これらの鉱床はSiO･約99%Fe･O島0.17

-0･22%の単鉱物性珪砂鉱から妊り珪砂として品質の

よいものカミ揃っていることから起源はエニゼｰイ山稜

の花闇岩質貫入岩体に求められその風化生成物の運搬

堆積物とされている.ツｰバ自治共和国領内では珪

砂鉱床といえるものカミまだ発見されていない.現在の

ところSiO｡<70%という風成および沖積成の珪砂層カミ

若干知られているにすぎない.

イルクｰツク州ではシベリア卓状地南部とくにイノレ

グｰツク爽炭盆地北酉部のジュラ系陸成層中に珪砂層が

広く発達する.この陸成層構成物は主にエニゼｰイ山

稜の南部と東サヤｰン山脈から供給されたものと解さ

れる.当該ジュラ系の基底には通常古生代岩石の風化

生成物に由来する堆積層が分布しこの基底層に主要な�
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珪砂層カミ胚胎されさらにその上位層にも珪砂層が胚胎

されているがそれは量的に劣っている.全体として

もっとも有望住地域はツルｰン市の地区とその北およ

び北酉の地区である.そこには単鉱物性石英質および

長石･石英質のガラス用と鋳型用の珪砂鉱床が幾つか知

られている.

ツルｰン鉱床:これは単鉱物性珪砂鉱床でツル

ｰン駅付近に拡がっている.1912年に発見され1937

年から採掘されて現在に及んでいる.本鉱床はジュラ

系中部統(トロシュコｰフスカヤ累虐)のものであるか

可採珪砂層は2層ありそのうちの上部層は厚さ最大

4mで主として大粒質と中粒質の珪砂(ルｰズな砂岩)

からなり当該珪砂の分級度も甫琢度も高い.またこ

の上部珪砂層は石英で膠結された硬い砂岩のレンズを爽

在している.この珪砂は主として鋳型に用いられす

でにほとんど採掘ずみである.

下部珪砂層は厚さ最大19m平均10.7m賦存面積

O.8×1.4km2で細粒質および微粒質の層界がかなり鮮

明な砂層(正確にはノレｰズ柾砂岩)からなり白色淡

灰色ときに黄色を呈する.この珪砂は現在盛んにガ

ラスの製造に供されている.粗鉱の化学組成はSiO･

94･2-97.6%(平均95.8%)A120畠0.8-4.4%(平均

2.36%)Fe.O.O.0上0.38%(平均O.17%)粒度組

成は平均して十〇.6mm-1.5%0.6-O.1mm-70.9房

<0.1mm-27.4%である.したがって本珪砂は現

在粉状のものを分級するだけで広く使用されているが

本来選鉱を要するものであって流水分級･浮遊水箭を

行なうとSiO.97-99%Fe2030,036-0.10%の精鉱

を得ることができ窓板ガラスの製造だけでなく高級

ガラス食器の製造にも使用できるようになる.その珪

砂精鉱の価格は2.32ノレｰプノレ/tである.珪砂鉱の鉱

量は1970年1月1日現在でA+B+C.430万tしたが

って現在の採掘量からすれば10年分しかなくしかも

立地条件からみて可採鉱量の増大は期待し難い.

そのため大型の新鉱床の開発を急務として西シベリア

とブリヤｰト自治共和国の珪砂鉱床に期待カミかげられ

当面の精鉱生産計画20万t/年で開発が準備されている.

それによってツノレｰン市地区に建設される新規のガラス

食器工場既設のツルｰンとクラスノヤｰルスクのガラ

ス工場アンガｰノレスク･セラミック･コンビナｰトな

どでの珪砂の需要増に応ずることになっている.

東シベリアの鋳物工場に供給する鋳型用珪砂が新たに

イノレグｰツク州ツノレｰン区のカリｰノボ鉱床をべ一スに

して生産される予定であるカミこれカミｰ部ガラス工場に

回される可能性は大きい.

カリｰノボ鉱床:これはツノレｰン駅(シベリ

ア鉄道)の北33たmにあって総層厚最大21mの粘土の

少ない細粒質および中粒質の珪砂層(砂岩)からなり

さらに次のようだ3層の珪砂層に分かれている.

��主要成分品位(劣)����粒度(%)���

珪砂層���������

�Si02�1･蛆�■�Fe203�■�Ti02�<O.63�O.61孟｡1�>O.1

�����】=11n1��InIn��

上部珪砂層�92.96�3.31�O.94�O.52�O.67�77.75�21.29��

中部珪砂層�95.31�2.37�O.46�O.36�3.25�85,59�10.97��

下部珪砂層�93.26�3.69�O.49�O.37�O.96�81.79�16.91��

㈱㈹

��

本鉱床産の珪砂は着色爽雑物に強く汚染されているが

比較的簡単な選鉱法(破砕･分級･水簸･磁選)でFe･O･

O.09%SiO.98.5%の精鉱カミ得られガラスの製造に

供することもできる.珪砂鉱の鉱量はC156.7万tで

ある.付近にはこのカリｰノボ鉱床と同じような性質

を備えた鉱床(北ツルｰン鉱床ブノレマｰイ鉱床ダウ

ｰノレスコエ鉱床など)が散在しているがそれらの珪砂

は選鉱したいと無色透明たガラスの製造には使えない.

選鉱すれば着色性酸化物の品位を0.06-0.08%まで下

げることができる.

第4図

エニセイ河上流の

丘陵の三発点で.

たまたま同行した

人々左の娘さん

は堂々とした美人

まいと苦労してる

のにこの娘さん

のグラマｰ次こと

とにかくロシアの

人女はよく喰べま

す.真夏だカ芸い

ささか寒い.

第3図暮れゆくバイカル湖.湖畔の砂浜には大理石や雲母類

などが混っていてそのサンプリングもまた楽しかった.

漁業ソホｰズの船が帰ってきた浦港は静かであった.�



一33一

策5図エニセイ河上流の山序.ただタイガｰの海海溝蚊に

泣かされ准がら歩いた.

北ツルｰン鉱床:本鉱床はツノレｰン駅北西5km

に位置する珪砂鉱床で珪砂層(ノレｰズ板石英砂岩層)

の平均層厚は9.5mである.性質はカリｰノボ鉱床の

場合と非常によく似ており珪砂鉱のSiO･含有率は平

均95.6劣A1203は2.24%Fe203は0.29%である.

流水分級法で選鉱すると1K級と2K級の鋳型用珪砂

(実収率60%)および質のよいガラス用珪砂(実収率36

房)もしくは実収率80%でもってガラス用珪砂だけが得

られる.国家鉱量委員会が1962年1月1日現在で承認

した鉱量がA+B+Ci990万tであるカミ全体として鋳

型用珪砂の扱いを受けている.本鉱床はまだ全く開発

されていない.

ブルマｰ･イ鉱床:これはシベリア鉄道ツノレｰン

駅北方30kmにあってトロシュコｰフスカヤ累層の砂

岩層(砂層)で構成されている.同砂岩層の厚さは平

均5.24m被覆層の厚さは平均3.52mで前者はFe･O畠

を0.33%含有するカミより純度の高い平均層厚2.4mの

レンズ状部分をとればFe･O･はO.13%に下カミる.流

水分級法によって選鉱すると1K級と2K級の鋳型用

珪砂が得られさらにソｰダを加えて撹幹磨洗しそし

て磁選すればSiO.98.42%Fe2030.08%粒径0.6

-0.1mmのもの96.02%のガラス用珪砂(選鉱実収率

90.1%)が得られる.本鉱床はまだ精査されていない.

鉱量はC11,620万tである.

ダウｰルスコエ鉱床:この鉱床はツルｰン市西

方で最近発見されたばかりのもので珪砂鉱量はC1+

C･5,560万tである.鉱床は平均層厚12.05mのルｰ

ズ次ジュラ系石英砂岩からなりFe203(0.89%)とTi02

(0.54%)の含有量からするとそのままではガラスの製

造には適さないが選鉱すればFe203をO.07%Ti02

第6図イルクｰツク市内の高台にある解放記念の碑.どこの町にも

村にさえもみられる革命を記念する碑の1つ右は子供公園

しかしそのまた広いこと.駒沢オリンピック公園よりも広い

ことは確か.

をO.03房まで下げることは可能という報告もある.本

鉱床の評価はすべて今後である.

シベリア卓状地南部のニシュネウｰジンスクタイシ

ェｰトニジェネイリｰムスクの各地区のシノレノレ系とデ

ボン系および第四系下部階にも珪砂の可採層としての砂

岩層が胚胎されている.とくに有望とされているのカミ

ビリュサｰ河チュｰナ河の流域やタイシェｰト市地区

および同地区からニシュネウｰジシスク市に到る線の南

東部に広く発達するシノレル系下部階(ケｰジュマ累層)

でその一構成層である淡灰色一白魯の分級度が高いル

ｰズな砂岩が珪砂鉱層である.デボン系の場合にはサ

ラｰンチェツコエ累層中に珪砂層カミありブラｰツク市

タイシェｰト市ニシュネウｰジシスク市の各地区やさ

らにイリｰム河流域にはオノレドビス系マムィｰリ累層

中にもルｰズな石英砂岩からなる珪砂層カミ知られている.

また上記イリｰム河ビリュサｰ河チュｰナ河とそ

の支流地区には第四系の沖積珪砂層も賦存しているが

この珪砂層は厚さカミｰ殻に2上30mにも達しその中で

比較的質のよい珪砂(といってもSiO･は比較的少荏く

Fe望03が比較的多い)が分布するのは上部2累層の発

達地域に限られる.この珪砂をガラスの製造に用いる

にはどうしても選鉱する必要がある.

ノボ=アルザマｰイ鉱床:これは上記第四系

の沖積珪砂層の鉱床でシベリア鉄道アルザマｰイ駅の

近くに位置する.最近鋳型用珪砂として精査され粗

鉱のままでは鋳型にもガラスにも使えないことが明らか

にされたが選鉱試験はまだ行なわれていたい.鉱量

はA+B+C1で750万tである.

イギルマｰ鉱床:本鉱床は現在ノボ=アノレザマ

ｰイ鉱床よりも期待されている珪砂鉱床でニジュネイ�
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リｰムスク市の南東25km付近に位置する.この珪砂

は第四系下部階のもので最大層厚36mを有し被覆層

はほとんどみられない.珪砂の一部は興選鉱でガラス

の製造に使用できる(平均SiO.97%Fe.O.0.24%)

カミ李体として選鉱すればFe.O呂カミ0.06-O.10%まで

下が季.鉱量はg1で1,260万tであるが詳細は今

後の調査に託されている一

プリバイカノレ地方の西部にもかなり品質のよい珪砂鉱

床カミある.これは上部震旦系ゴロウｰステ!スカヤ

累層の中部に胚胎さ卯た石英砂岩源珪砂層でバイカル

湖の西岸地蜘と広く露出している.上位層と下位層は

主として石灰岩から匁ゆ筆者も若干サンプリングした

が手続の手違いからその大部分が税関で没収され現

在手もとにあるのは石灰岩と大型金雲母結晶など数点

にすぎない.本累層の層厚はプリバイカノレ地方南部で

1,O00mに達しイノレグｰツクからバイカル湖に向う途

中の見晴台付近に露出しているのがその層序の一部であ

る.その有望な珪砂鉱床として挙げることができるの

はハｰノレギノとイリクタｰの2鉱床である.

ハｰルギノ鉱床:これはスリュジャｰンカ村八

ｰルギノ部落から4km付近にある.珪砂鉱は珪岩と

粘板岩に囲まれた形の盆地を埋めて堆積した分級度の低

いものだカミ多いのは中粒と細粒で微細な粘土や固い

砂岩破片を伴い次のような層序断面(上位から下位に)

を有する.

酸化鉄に富む砂層･･厚さ5-6㎜

珪砂鉱層一酸化鉄に富んだ砂層を爽在す

る白色珪砂層…厚さ35-40m

白色珪砂層を爽在する黄色低分級珪砂層･･一厚さ12-15m

砂岩･珪岩粗砂礫を含む砂･粘土層

当該珪砂鉱はSiO.94-99%A120.O.1-8.5%

Fe2030.1(白色のもの)一0.88%(強く鉄化されたもの)

という成分構成を示しこの成分の点からも爽在物の点

からも自然のままではガラスに使えない.水箭と浮遊

磨洗を行なえばFe.O｡が0.06%まで下がる.本鉱床は

1906年から1952年まで断続稼行されたがまだガラス用

珪砂の鉱量はA+B200万t残っている.

イリクタｰ鉱床:この鉱床は厚さ100皿分布

面積1km2をそれぞれ越える風化残留珪砂層でハｰル

ギノ鉱床の北に分布する.同珪砂層はノ'一ルギノ鉱床

と同じくゴロウｰステンスカヤ累層に属し化学組成は

全体としてSiO｡カミg5-97%A120.1.5-3%Fe.03

o.04_o;1g%TiO.o.08_o.15%であるが2号鉱区

のものは質カミ臭くSiO･が95-97%ないしそれ以上

Fe203が0.05-0.1%となっている.珪砂の粒度組成

はまとまっているといえないカミ51-71%は粒径0.6-

O.1mmの中に入る.ガラスに使う場合一部は無選

鉱で使用可能であるか大部分は選鉱を要する.簡単な

流水分級でSiO｡を98.8房まで上げFe20竃を0.02-O.5

%まで下げることができその場合の選鉱実収率も96%

と高く選鉱費は1-1.2ルｰプノレ/tですむ.本鉱床

はバイカル湖との間16kmカミトラック道路で結ばれき

らにバイカル湖の水運カミ利用できシベリア鉄道とも連

絡できることもあって一イノレク∵ック州きらての有望珪

砂鉱床とする句もある.またプリバイカル地方には新

第三系中にも珪砂層がある.その中でもっとも質がよ

いのはムｰリノ河の谷の一部ハラ=ヌｰル部落付近の

SiO･最高97%の珪砂層であるが詳細はまだ明らかで

ない.イノレグｰツク州の最南部にカンブリア系下部の

海成層が分布しているカミそのとくにニシュネモｰツカ

ヤ亜累層はSi02最高95%の珪砂層を主体とするもので

ある.この珪砂層の風化残留層は諸所に露出していて

きわめて有望であるカミこれまた精査されてい狂い.

ザバイカルこの地方には長い間単味の珪砂資源はな

いものと考えられていたカミブリヤｰド地質局カミ最近チ

ェレムシャｰン珪砂鉱床を発見するに及んで脚光を浴び

るようになってきた.

チェレムシャｰン鉱床:この鉱床はウラｰン

=ウデｰ市北方55k皿付近に位置し原生代後期の40-

70｡に急傾斜した石英砂岩層からなっている.同層の

厚さは35-50m延長は約10km白色ないし淡灰色の

細粒･微粒質縞状砂岩であり簡単に崩れて珪砂と怒る.

現在までのところSiO｡は最高99.7々Fe.O｡はα55

%以下(0-2.7%)期待鉱量が1,500万tである.

全ソガラス研究所がテストした結果によると膠結度

の低い石英砂岩部分は流水分級で簡単に選鉱できFe.O｡

を0.01-O.015%まで下げることカミ可能である.これ

はソ連が現在検討中のガラス用珪砂の工学的条件案でい

う特級のものに相当する.

この珪砂鉱床はウラｰン=ウデｰガラス工場への主

要供給源となるだけでなく東シベリアや西シベリアに

建設される予定のガラス食器工場への原料供給にもあず

かることに狂っており現在鉱床精査を終え年産精鉱

15万tの選鉱所が建設中である.

極東の珪酸資源(前号参照)

極東ではアムｰル州のゼｰヤ=ブレヤｰ凹地内にしか

単球の珪砂層が知られていない.この珪砂層は�
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1)マｰストリヒト階一暁新統ツァゴヤｰン層群の最下部層

2)ツァゴヤｰン層群上部のキブシｰンスキｰ累層

3)漸新一中新下部統ブズラｰ累層

4)中新統サザｰンコボ累層

中にそれぞれ認められる.'

1)の場合は主として石英と長石からなる砂岩層で長石が

その20-30岩を占め稼行対象となり難い.

2)の場合は長石が一般に風化され粘土化し石英は一般

に淡く着色した細粒質のもので水箭して粘土を取り除け

ば半透明ガラスの製造には使用できる.

3)の場合は細粒ないし中粒質の石英と粘土の互層からなり

一般に灰色･帯青灰色の石英に長石ポ混り粘土に富み

礫を伴いその礫がカオリン化していることもある.局

部的には鉱床と言える層もあるがガラス用珪砂としては

あまり期待できない.

4)の場合は上記凹地の中央部と北部およびアムｰル河とゼ

ｰヤ河の間の地域に発達し稼行価値が大きい.鉱層は

粘土層や石炭層を爽在した礫を伴う河成および湖成の斜

層理を有する砂層で分級度が低く粒度組成は分散的で

ある.粘土(主にカオリン)の含有率は変動カミ大きく

一般的には25男から45男に達する.砂層の主要鉱物組成

は石英･長石構成から単咲の石英構成までいろいろであ

るが石英粒は通常中程度の円珍作用を受けており溶解

の痕をとどめ粗面はかなり溶蝕されている.重鉱物と

してチタン鉄鉱緑簾石ざくろ石ジルコンなどを随

伴している.

ガラス用珪砂鉱床として調査されたものの中でとく

に重要とされているのが次に述べる鉱床である.

アントｰノフカ鉱床:この鉱床はライチｰヒシ

スク市北酉8長mにあって当該砂層は石英･長石質

主としてカオリンから在る粘土を混在(30-35%)した

細粒質のもので層厚は最大15m(平均6-7m)に達し

ている.下盤は礫と粘土を伴った粗粒砂層上盤は厚

さ2-2.5mの現世の粘土質砂･褐色粘土層である.

現在稼行している砂層の平均化学組成はSiO.82-87%

Fe2030.3-0.4%A120ヨ11-13%Ti020.1-O.3%

で簡単た選鉱工程を通すだけでFe.O｡を痕跡からO.25

%の範囲まで下げることができる.しかしこの精鉱か

ら作ったガラスは透明度が十分でないため製造工程と

その中での添加剤に一工夫を要するもののようである.

1949年12月1日現在のアムｰル州鉱量委員会承認の鉱量

はA.256.3万tC.67.4万tであり特殊な製造工

程を用いるという条件がついた窓板ガラス製造原料とし

ての精鉱実収率は65%である.そこで1963年にあらた

めて極東とシベリアの各ガラス工場に対する原料供給

源とするための鉱量増を目的とした精査と工業化試験カミ

行なわれ重力選鉱によってSiO｡を98%に高めFe.O｡

を痕跡まで下げることに成功した(選鉱実収率は60%).

それによって窓板ガラス用珪砂としても高級鋳型用珪

砂としても使用できることとなうた.総合利用の観点

から副産粘土の利用も検討されたカミしかしそれは着色

の度合カミ強いためにあきらめた形ビなっている.

一度選鉱所の青写真が作られた.ところか､そ?青

写真にもとづいて実際に建設する段階そ選鉱技術上再検

討すべき問題カミ生じ現在はその完全な解決にカガミ注が

れている.さらに採算をとるためには鉱量がA+B+

C｡十C2で500万t程度必要とされているのに現状では

まだ確保される1こ到ってない.そのたあ付近にある

別の鉱床に選鉱しやすい珪砂鉱を求めて探査されつつあ

るのが実状でその対象となっているのカミダノレマカ｣ン

鉱床である.

ダルマカｰン鉱床:これはライチｰヒシスク市

南東20長mにあってその珪砂鉱層は主として前述のカ

ザｰンコボ累層の灰色ないし淡灰色合カオリン珪砂層で

ある.珪砂は少量の礫を混えた細粒一中粒質のもので

粗鉱はSiO｡を88.6-98.5%Fe.O｡を0.5-0.95%含･

有しさらにその粘土平均含有率は7.25%である.

ウラノレ有用鉱物機械処理科学研究設計院カミ1963年に行

なった選鉱試験によるとこの珪砂鉱は鉱物組成からみ

ても複雑な選鉱工程を要しない選鉱しやすいもので流

水分級と磁選によってSi0299.08%Fe2030.05-0.

10%の珪砂精鉱カミ得られる.その際のガラス用珪砂精

鉱の実収率は70.7%である(粒径0.8-0.1mmのもの).

この精鉱に鋳型と建設材に使える精鉱を加えると総精

鉱実収率は89･3%になる.しかも選鉱工程が単純なた

め選鉱費か少なくてすむという有利荏条件も備えてい

る.鉱量として発表されている数字はいわゆる地質鉱

量が600万t探査鉱量が180万tである.したがって

前記アントｰノフカ選鉱所に対して原料の必要量を保証

できる基礎はあると言える.そうなればこの選鉱

所はライチｰヒンスクガラス工場だけで恋く沿海州

やマガダｰン州の諸ガラス工場にも適格の珪砂を送るこ

とになるだろう.

将来極東におけるガラス用珪砂の生産基地になり得

る鉱床にアムｰル州のチャルガｰン鉱床がある.

チャルガｰン鉱床:この鉱床はアムｰル昌ゼｰ

ヤ低地の西部チャルガｰン駅近くにある.鉱層はカ

ザｰンコボ累層のカオリンを混在した細粒･中粒･粗粒

の石英砂の互層からなり累層の厚さは30mを示し鉱

床北部の調査ずみ部分で累層分布面積が4x1たm2回じ

く南部の部分で5×(O.2-1.5)km2である.その中で�
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策7図ソ連科学アカデミｰ束シベリア第8図

支部.森の中をかき分けて入

る感じの建物､会員の地質専

門家はすべてフィｰルドヘ行っ

て留守だった.

珪砂層は大規模な層状体を形作り平均層厚は7m(1-

17･5m)それを構成する珪砂は一般に淡灰色ないし白

色だがカオリンに富む部分ではさらに白か強くなって

いる.水飾してカオリンを除いた砂鉱は石英と長石か

らたり石英含有率は82-86%長石は10-12%化

学成分はSiO.93%A1.O.3%Fe.O.O.12%TiO.

0.12%である.いろいろ恋機関カミこの砂鉱の選鉱試

験を行なったが結局破砕･分級･浮遊磨洗･磁選法

がもっとも効果的でFe.O｡をO.028%TiO･を痕跡ま

で下げることかできるだけでなくカオリン･珪砂･長

石の各精鉱が得られそれぞれカミ商品にたるという長所

も備えている.この珪砂精鉱は薄板ガラス工学ガラ

スだと用途カミ広い.ガラス用珪砂としての鉱量はA

+B+C1580万tである.

以上のほかゼｰヤ=ブレヤｰ凹地内にはサザｰンコ

ボ累層とその上位のベロコｰノレスク累層あるいは第四

系の沖積層･湖成層･洪積層中に珪砂鉱床と言えそうな

ものが多く発見されているが現在の調査段階ではいず

れも鉱量が少匁いか質が悪いか複雑な選鉱工程を要す

るものぱかりである.だが大型･高品質の珪砂鉱床

か発見できる可能性は大きいとしてドｰムスク工業大

学や関係地質機関による調査カミ今も続けられている.

アムｰノレ河中流凹地に知られている第四系の長石･石英

砂層も質が劣り必要な選鉱工程も複雑なため省みら

れないままとなっている.また沿海州でも質のよい珪

砂は全く発見されていないが選鉱すればどうやら使え

そうなものとしてキパリｰソフスコエ鉱床の珪砂カミある.

英砂岩で最大10%の長石を含有し平均の化学

組成はSiO.91%A1.O.5.g%Fe.O.o.38%

TiO･0.07%であるが粉砕･分級して粘土を除

去した場合にはFe.O害が0.12%まで減少する.

そのときの珪砂実収率は87%(O.8-O.1mm)で

ある.鉱量は500万tである.

そのほかノ･一ソカ山塊南部の花開岩の厚さ

100mに及ぶ古期風化殻が珪砂鉱としてある程度

注目されている.この風化殻中の珪砂鉱は全体

としてカオリンをかなり爽雑し0.4-2%の

○ヨ0.17%という何とかなりそうな珪砂鉱体がみ

られる.しかし詳細は今後の調査に待たれる.

アム_ル河を行くソ連客船.ヤクｰト自治共和国に入るとビリュｰイ河盆

ノ'パｰロフスク港に入港すると地の白亜系中にガラス用珪砂が賦存する.これ

ころ先の誘だカミやカミてこの地

にもガラスコンビナ_トガ漣設は主として石英･長石砂鉱で石英含有率は80%

されると聞く.

を越えない.代表的なものとしてナムスィｰノレ

鉱床がある.

キパリｰソフスコエ鉱床:これは三畳系の石

ナムスィｰル鉱床:この鉱床はヤクｰツク市郊

外にあってヤクｰト自治共和国で調査されたことがあ

る唯一の鉱床である.だが全体としてSiO｡含有率は

85.2%しかなくさらにFe203が0.4-3.5%もある.

ただそのうちの上部白亜系長石･石英砂鉱層のカオリン

に富んだ白色砂が期待できるとされている.

アルグｰン楯状地南部のジュラ系も探査の組上にのぼ

っているがこれは具体的な珪砂鉱床の情報があるとい

うものでなくジュラ系石英砂岩の風化殻に沖積珪砂層

の形成の望みをかけているにすぎない.

ヤクｰト自治共和国の遅れた生産力を上昇させる一環

として近い将来どうしてもガラス工場を国内に建設

する問題が解決されなくてはなるまいしその工場で消

費する珪砂の鉱床が発見･開発されなくてはなるまい.

その第一の候補が上記ビリュｰイ河盆地とアノレダｰン楯

状地南部となるだろう.極東の東部す溶わちチェコ

]ドカ地方南東部カムチャｰツカ半島オホｰツク海

沿岸目本海沿岸とクリル列島(千島列島)は地質構

成上ほとんど期待されてい恋い.ただ樺太(サハリン)

だけが幾らか期待をもって考えられているにすぎない.

それは樺太が主として堆積岩で構成され白亜系と鮮新

統とくに鮮新統中にルｰズな砂岩や砂層が広く発達し

ているからであるカミしかしポリミクト組成の砂岩や砂層

は分布していないようである.

さてここでシベリアと極東のガラス用珪砂資源をま

とめてみよう･西シベリアの珪砂鉱のバランスシｰト

ではツカｰン鉱床の鉱量28,640万tが西シベリアでの�
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需要を将来長期にわたって満たすことになるだろうカミ

しかしこの鉱床の開発に当っては処理技術と供給機構

の懸案カミ解決されなくてはならない.

また東シベリアではゼノレジｰンスキｰ･モロｰゾフ･

ツノレｰン･ノ･一ルギノの4鉱床のA+B+C｡計1,030万

tC･計180万tというガラス用珪砂の鉱量が東シベリ

アでの需要を今後50-60年間支えることに怒るだろうカミ

必ずしもこの4鉱床全部が開発を勧告されているわけで

はない.一方東シベリアではイノレグｰツク州の西部

やクラスノヤｰノレスク地方ブリヤｰト自治共和国にも

高品質のガラス用珪砂として探査すべき対象がそれぞれ

認められるので将来の展望は明るいと言える.

極東でも現在までの探査鉱量にもとづいて需要に見合

った供給を確保することは十分可能である.す狂わち

･極東におけるガラス用珪砂の鉱量はA+B+C.1,360万

tC.810万tであり一この数値からすればおそらく

今後100年かそれ以上にわたって需要を満たすことカミで

きるだろう.しかし内容を検討してみるとそうは言

っておれない.まずこの調査鉱量の大部分がチャルガ

ｰン鉱床に集中している上回鉱床産の珪砂鉱は質がよ

くて鉱量が大きいといっても選鉱して得られるのはカオ

リン･長石･鋳型用珪砂とガラス用珪砂であってガラ

ス用珪砂自体の精鉱は年に5,000-6,000tにすぎないの

である.したがって本鉱床のガラス用珪砂に対する

だけの開発処理方策を採算をとりながら実施することは

まず無理であろう.本鉱床の採算はカオリンや品質の

よい長石の精鉱に頼らないとむずかしいに違いない.

以上のようにシベリアと極東のガラス工業を今以上

に発展させるにはその原料としての珪砂の確保に問題

カミ起りそうである.塊状のままでは珪砂の現地調達

がむずかしく祖るだろう.もちろんソ連自体がそのこ

とを憂慮し解決策として1つには麗知鉱床開発への基

本投資を大幅にふやすこと1つには探査範囲を拡げ

探査作業量をふやすこと1つにはガラス原料として未

利用の資源の有効利用を研究し当該鉱床の探査を実施

することなどが考えられあるいは行なわれている.

たとえばガラス製造の未利用資源として注目されて

いるものにブリヤｰト自治共和国のムｰホル=タリｰ

シスク鉱床のバｰライトカミある.

ムｰホル=タリｰシスク鉱床:これはノボ

イリｰシスク駅(シベリア鉄道)から14止mの付近に分

布するパｰライトと火山披璃岩の互層で平均の化学組

成はSiO.70.3%A120割13.g%Fe.03o.7%Fe0

0.53房を有し鉱量はA+B+C.250万m3として現在

10万m3/年計画の露天掘が準備されつつある.

さらにチタｰ州内のシベリア鉄道バタｰ駅近くの緑色

･黒色のパｰライト岩体はザクｰリチンスコエ鉱康

と名づけられすでに探査を終えて鉱量がA+B+C1

180万㎜3C.230万msと算定されている.

このような鉱床は沿海州南部にも10鉱床以上知られて

いるがあまり大きいものはない.

ボゴボｰリ鉱床:これは上記10以上の鉱床の中

では最大と言われているもので鉱量はA+B+C･80万

m3C.50万m竃化学弾成はSiO.7Z26-7ム04%

�㈰㌡���㈮�䙥㈰㌰�㈭��╆���

-0.57%である.

さらにまたパｰライトに加えて黒煙石もガラスの製

造原料として近く開発に入るものがある.たとえば

カムチャｰツカ半島の中心都市ペトロパｰブロフスク:

カムチャｰツキｰ市西方60kmのナチｰキ部落のはずれ

に分布する岩体(パｰライト70万m3黒曜石200万m3)

がそうである.この種の対象は火山灰の場合も含めて

南樺太千島列島ユダヤ自治州ザバイカル地方南西

部そしてマガダｰン州に多数存在するので今後の研究

の進歩如何によってはガラス用珪酸原料確保の見通しが

さらに明るくなるだろう.この種の鉱床が開発される

場合そのドッブをきるのはおそらくマガダｰン州のハ

スィｰン鉱床であろう.

ハスィｰン鉱床1これは石英粗面岩質披璃片カミ

99%を占める白色火山灰層でマガダｰン市北方50km

付近に分布する.その厚さは平均20m延長700m

幅530mを有し化学組成はSiO.69.8-73.7%A1.O.

13.3-15.2%Fe.O畠十Fe00.8-2.3%鉱量はA+B

+C.230万tでいずれマガダｰンガラス工場で使わ

れることになるだろう.

ガラス用アルミナ資源

シベリアと極東にはガラスの製造に用いることのでき

るいろいろなタイプの長石資源が知られているが調査

研究はそれほど進んでいない.シベリア･極東全域で

探査ずみ長石鉱量の計算対象となっている鉱床はわずか

5鉱床(3ペグマタイト鉱床1優白質花闇岩鉱床1

合カオリン･珪砂･長石砂鉱床)にすぎず開発されてい

るのはバイカル湖西方のナノレィｰン=タンタｰ鉱床(イ

ルクｰツク州)だけである.

ナルイｰン=タンタｰ鉱床:この鉱床は黒帯

構造を呈する大型ペグマタイト脈からたり薄型陶器の�
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製造のために操掘カミ始められたものである.年産は長

石として約2万tだカミ中心部はすでに採掘ずみで鉱

量はA+B+C140万tしか残っていたい.塊状長石の

質はきわめて優秀でSiO｡カミ平均65.62%A1.O岳20.五8

%Fe.03o.12%Ca00.71%総アルカリ量が13.40

%となっている･しかし本鉱床は上記のように鉱量か

少なく鉄道から遠い山中にある(プレドバイカル山脈

シベリア鉄道イノレグｰツク駅から約300たm)ことが大き

な欠点となっている.

バルカｰ鉱床(クラスノヤｰルスク地方):これもペ

グマタイト鉱床である.これはエニゼｰイ山稜あ南端

に位しシベリア鉄道ザオジョｰルヌイ駅の北方21km

にある.鉱床はカｰンスク変成二!シプレックスの片麻

岩中に胚胎された幅0.5-35mの計85体のペグマタイト

脈からなりそのうち13体カミ探査ずみでその総体積の

約50%は陶磁器原料に適し鉱量はA+B+C.260万t

C2を加えれば1,000万tに達している.とは言え開発

上問題がないわけではない.偶然のことだか既設工

場が鉱床に近すぎて発破カミ不可能なのである.

ソユｰズノエ鉱床(仮称)1残る一つのペグマタ

イト鉱床がノ'パｰロフスク州ソユｰズノエ村のアムｰノレ

河左岸にあるこの鉱床である.鉱床は幅1.4-25㎜の

7体のペグマタイ.トで構成されているが品質はあまり

よくない(Fe.03+FeOが0.58-1.08%).探査ずみ

の鉱量もA+B+C.63.1万tとまだ多くない.

以上のほか多くの地区でいわゆる｢陶磁器｣ペグマ

タイトの露頭カミ確認されているが一般に妨害鉱物の含

有率カミ高くガラスや陶器の製造原料としての価値は低

い.そのうち鉱床として一応関心がもたられているも

のに酉シベリアのノレジュバｰペグマタイト帯クラ

スノヤｰノレスク地方のエニゼｰイ山稜と酉サヤｰン山脈

イノレグｰツク州のプリバイカノレ地域アムｰル州のスダ

ノボｰイ山脈南支脈ノ'パｰロフスク地方の小興安嶺と

ブレヤｰ山脈沿海州のタｰフイン鉱床田マガダｰン

州のゲｰノレドネノレ湾岸などのペグマタイトがある.

ガラス用長石資源として使えるかどうかを含めてペグ

マタイト鉱床の研究を持続しなくてはならないとしなカミ

らソ連カミ現在重視しているのは需要に応ずることの

できる晶質の長石を得るために新しいタイプの長石鉱

床を探査することであり珪砂･長石砂鉱を総合利用す

ることである.そのよい例がすでに述べたチャノレガｰ

ンの含カオリン･珪砂･長石砂鉱床であろう.この

鉱床の場合カオリンを水飾･除去すると砂鉱の石英

含有率は83-86%長石含有率は10-12%とたりさら

に粒径O･1mm以下の分離体では長石含有率が35-42%

まで上り(実収率8%)その場合の長石は主にカリ長

石で酸性斜長石は全長石畳の0.1%を占めるにすぎな

い.この長石精鉱の化学組成はSiO.66.94%A1.

0318.00%Fe203+Fe00.15%Ca00.10%アノレ

カリ13.15%であり本鉱床の長石の鉱量はA+B+C.

286.7万tC2361.7万tである.

すでに述べたようにアムｰルニゼｰヤ盆地内にはこ

の種の珪砂･長石砂鉱の鉱床がかなり分布し七いる(ズ

ビャトゴｰロフスコエ鉱床ベロコｰルスク鉱床ブズ

ラｰ鉱床チュカｰン鉱床など).その中でとくに長石

資源として注目できるのはブラゴベｰシチェシスク市

郊外の新第三系のノｰビンスカ鉱床と思われる.

ノｰビンスカ鉱床:この鉱床はベロコｰノレスク

累層とサザｰンコボ累層のルｰズな堆積層に胚胎された

平均層厚19mの上部珪砂･長石砂層と同じく18mの下部

珪砂･長石砂層からなっている.前者は長石を28.02

%後者は18.4%含有し両層のSiO｡含有率は70.9

-93.6%Fe203+FeOは0.12-1.03%であるカミｰ行

程の選鉱でガラス用と陶器用のソ連でいう2級長石精鉱

が得られその行程をもう一回繰り返すと1級長石精鉱

カミ得られるという結果が出ている.すでにこの鉱床を

べ一スにしたブラゴベｰシチェシスク採鉱･選鉱コンビ

ナｰトの建設が計画ずみで1級長石精鉱(生産費約9

ノレｰブル/t)が生産されるこ'とになっている.

さらに付近のベロコｰノレスク鉱床ズボボｰドヌイ山

地区のブズラｰ鉱床ハバｰロフスク市地区のオｰボル

鉱床についても選鉱試験が行なわれよい結果が出され

ている｡これらの砂鉱も上記コンビナｰトに送られる

ことにたるだろう.東シベリアではクラスノヤｰノレス

ク地方のバラｰイ鉱床産珪砂･長石砂鉱についてその総

合利用カミ研究され水飾後の浮選によって石英と長石を

分離することに成功した.この長石精鉱は窓板ガラス

びんガラス荏とに適している.この種の鉱床だけで恋

く花嵩岩などのとくに優白質のものからガラス用長石

を採取する計画は前々からもたれておりその代表例と

してチタｰ州にエトィｰカ鉱床カミある.

エトィｰヵ鉱床:これはネｰノレチ!ズク市の南

120}m付近にあるアマゾナイト質花開岩で鉱量はC･

1,920万tと算定されている.試験選鉱結果によると

その長石精鉱の化学組成はSiO.75.66%A1.O.14.17

%Fe203斗Fe00.35%Ca00.20老アノレカリフ.5%

である.沿海州では最近集中的に行恋われた調査の

結査タｰフイン山塊のペグマタイト質花闇岩が組上に�
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のぼってきた.この花南岩は0.6%のFe.O｡十FeOを

含んでいるが手選･粉砕･分級･水洗･磁選によって

2級長石精鉱カミ得られさらに浮選を加えるとFe分を

0.14%まで下げることができる.鉱量はC1810万tC2

630万tである.このタｰフイン山塊のボズネセｰシ

スク螢石鉱床岡のグライゼン化花闇岩からは上記ペグ

マタイト質花闇岩の場合よりも高晶質の長石精鉱(平均

卩�����㈰㌲��╆�〳���㌰┩

カミ得られる.

スチャｰン地区(沿海州)の白色珪長岩と石英粗面斑

岩も注目されておりその化学組成は平均してAl･O･カミ

14.08%Fe203+FeOが0.54%である.

非常に秀れた磁器用原料となっているグｰセフス

キｰ鉱床産の長石砂もガラス製造原料としての研究が

進められ結果としてガラス製高電圧用碍子耐熱ガ

ラス管などの製造に使えることカミ証明された.この鉱

床は沿海州ハザｰノフ区にあって熱水変質を受けた珪

長斑岩からなっている.

以上のほか濃色びんガラスの製造に用いられようと

しているものに霞石鉱がある.クズネｰツキｰ=アラ

タｰウ山脈のキｰヤ=シャノレトィｰリウノレタイト鉱床

とクラスノヤｰルスク地方のゴリャチェゴｰノレスク鉱床

がその代表的な.ものである.

がすでに計算されている鉱床は3ドロマイト鉱床と1石

灰石鉱床だけであるがその内容は下表の通りである.

���1970年1月1日現在の鉱量�

鉱床所在地原料の種類A+B+C1(単位����ソ連全体の

��100万t)�(嬉､)灘�

タインザｰ鉱床(ケｰメロ����

ボ州)�ドロマイト�30.8�50.4�20.O

オフジャｰンカ鉱床(クラ����

スノヤｰルスク地方)�ドロマイト�8.8�900.O�5.･7

ビラカｰン鉱床(ハバｰ口����

フスク地方)�ドロマイト�O.3�'�012

スｰタリ鉱床(ハバｰロフ����

ズク地方)�石灰石�O.7�`�0.5

シベリア･極東計��40.6�950.4�26.4

ソ連総計��154.0�1,053.4�100.O

シベリアと極東のガラス工場は製造工程の関係上炭

酸塩原料として主にドロマイトを使っている.

ソ連最大級のそしてソ連東部最大のドロマイト生産

実績を誇っているのがブリヤｰト自治共和国のタラブカ

ｰ鉱床(別名ザイグラｰエボ鉱床)であるカミこれは主

として冶金工業に使用されガラス工場に供給されてい

るのは生産量の5.8%(6万t/年)にすぎない.

キｰヤ=シャルトイｰリ鉱床:これはケｰ

メロボ州キｰヤ河上流にあってアルミナ資源として探

査され2,700万tという大きな鉱量とガラスの製造に

も使えるということが確認されているウルタイト岩体で

ある.このウルタイトはその80%が霞石で岩石その

ものの平均化学組成のうちSiO｡は40.8%A1･O呂は

28.3%Fe203は1.61%FeOは3.0%である｡

以上のようにシベリアと極東は可採長石鉱床その他

ガラス用アルミナ原料資源についての見通しが明るい所

であるがまだとても最終的た判断ができるような研究

進捗状況にはない.

ガラス用炭酸塩資源

極東とシベリアには西シベリア低地とカムチャｰツ

カ州を除いて炭酸塩岩が広く発達する.その中でガ

ラス工業か期待する比較的純粋なドロマイトと石灰石の

有望鉱床として探査ずみのものはケｰメロボ州ブリヤ

ｰト自治共和国クラスノヤｰルスク地方ハバｰロフ

スク地方の鉱床だけで他の大半は主として冶金工業

化学工業セメント工業などの要求にしたがって調査あ

るいは開発されているものばかりである.

シベリアと極東にあるガラス用炭酸塩資源として鉱量

タラブカｰ鉱床1本鉱床はシベリア鉄道ザイグ

ラｰエボ駅から7kmウラｰン･ウデｰ市の東方70km

に位置しNWW25-35｡に傾斜した厚さ80-180mの

大規模な原生代苦灰岩からなっている.主として中粒

質白色の綴密匁苦灰岩であるが灰色や黄色のものも

みられる.化学成分組成はかなり一定していてSi0｡が

O.5-2%Fe203+FeOカミO.16-0.18%M190が20-

22.5%そのうちFe分を比較的多く含んでいるのは黄

色の苦灰岩であるカミ着色酸化物の量からみると一般に

質はあまり良くない.だがこの苦灰岩はドロマイトと

して現在窓板ガラスやびんガラスの製造に広く用いられ

ロスミネラルスィリエ･トラストによって盛んに採掘さ

れている.残存する鉱量は約400万tと称されている

がこれでは先行不安と言えよう.生産ぺ一スは拡大の

一途にある.これを将来補なうことカミ可能な有望鉱床

としてケｰメロボ州にタインザｰ鉱床がある.

タインザｰ鉱床:これはタインザｰ川に沿って

その右岸に延長4-4.5km幅500mの狭長底帯状分布

を示す下部カンブリア系微粒質苦灰岩からなり中央部

は強く風化されてドロマイト砂礫鉱を形成しているもの

である.当該風化帯の厚さは約3m苦灰岩層の平均�



おもな成分の組成はSi020.76房A1.O.

Fe2030038%Ca030,57房M19020.49%

ガラス用として十分な晶質を備えている.将来の

開発が大いに期待される鉱床であるがただし地表は沼

沢地である.ケｰメロボ州にはそのほかにもドロマイ

ト鉱床が幾つか知られている.在かでもポリシャｰヤ

山とアノレクｰイの苦灰岩が有望で両者併せて14,200万

tの鉱量を有する.

ポリシャｰヤ山鉱床:この鉱床を構成する苦灰

岩は一般に比較的多量の着色酸化物を含有するという

欠点をもっているが白色の部分は平均してFe･O･が

0.3%A1203か0.02%CaOが32.88%1MgOが20.63

%であるのでびんガラス用に使用できる.現在年産

18万tでもって採掘中でありそのうちの1万t前後が

ガラス用に回されている.

アルグｰイ鉱床:これはノボクズネｰツグｰア

バカｰン線ルｰジュボ駅の北東9-10kmに位置し滑

石の鉱床として知られてy､るものでまだガラス用炭酸

塩資源としての研究は十分でなく目下研究続行申の状

態にある.しかし滑石層の下盤を構成する厚い急傾

斜苦灰岩層は微細恋結晶質･淡灰色のもので不純分カミ

少たく(Si020.96%A12030.14%Fe2030.08%

Ca080.76%M9021.25%)ガラス用として有望なド

ロマイト資源と言えるだろう.

ノ･パｰロフスク地方にはすでに詳しく調査ずみのド

ロマイト鉱床としてロｰゾバヤ･スカラｰ鉱床がある.

ロｰゾバヤ･スカラｰ鉱床:この鉱床はシベリ

ア鉄道ビラカｰ;■駅付近にあってビラカｰン鉱床とも

呼ばれている.これはもともとガラス用および冶金用

の資源として調査されたもので鉱床は原生代後期ムｰ

ロンダボ累層のバラ色灰色暗灰色を呈する苦灰岩か

らたる.この苦灰岩は傾斜60-8びを示す強く大理石

化されたもので滑石や透角閃石を含むほか珪化され

た部分もみられる.色に関係なくかなり安定した化

学組成を有し品質も各種のガラスの製造に適している.

荏おドロマイトとして出鉱している苦灰岩の平均化学組

成はFe2030.13%Ca029.6切M9021.47%

SiO.2.53房A120.O.49%である.鉱量ほ1954年の

国家鉱量委員会承認のものがA+B30万t未承認総鉱

量カミA+B+C.1,700万tである.採鉱条件が良いの

ですでに稼行に入り(年産9万t)アムｰノレスタｰリ

製鉄所(ノ･パｰロフスク地方コムンモｰリスク･ナ･ア

ムｰレ市)にその大半が送られ一部が飾石用に供され

ているが承認鉱量30万tはほぼ掘りつくされた状態に

ある.

オフシャｰンカ鉱床1これはクラスノヤｰノレス

ク市近郊にあるドロマイト鉱床で本来ガラス用資源と

して調査･研究がなされてきたものでありソ連全体の

鉱量表にもそのよ'うな項目のもとに掲げられている.

この苦灰岩は震旦系オフシャｰンカ累層に属し2.8×3

止mの分布面積を備えMgOが21%を越えCa0カミ

31.16-32.6%に達する質のよいドロマイトとされてい

るがFe･O･含有率についてはデｰタかみつからない.

まだ開発前の研究段階にとどまっていて具体的な供給

先も組上にのぼっていない.イルクｰツク州にも地域

性の大きい炭酸塩資源として注目されているドロマイト

鉱床がある.それカミプラブダｰ鉱床である.

プラブダｰ鉱床1このドロマイト鉱床はシベリ

ア鉄道カシャｰノフカ駅(?)の南西5k㎜にあって

産出ドロマイトはSiO.1.52%A120.O.37%Fe20.

o.20%Ca030.57%M9020.94%灼熱減量姐83

%という平均化学組成を有する.冶金用原料として算

定･承認された鉱量カミB+C.3,310万tC212,040万

tであるカミ実際の鉱床の開発は耐火材の製造に向けて

行なわれる計画となっておりツルｰン第2ガラス工場

が建設･稼動に至れぱそこにも供給されるようになるら

しい.

ヤクｰト自治共和国には大型の石灰石鉱床(ピオネｰ

ル鉱床など)が知られているカミ供給対象となる工場か

らいずれも遠く隔たり鉄道からも離れすぎているので

魂在も全く顧みられないままになっている.

さて石灰石であるカミシベリアと極東のガラス工場が

消費する石灰石の量はわずか在ものである.そのため

ガラス工場では必要な石灰石を現地近くの採石場や製鉄

所･化学工場から回して貰っているのが現状である･

たとえば酉シベリアではサライｰノレ(クｰリエフスク)

鉱床群産のフラックス用淡灰色石灰石カ柱に使用されて

いる.この淡灰色石灰石はか放り品質か秀れFe.O｡

の含有率は平均してトノレストチノ'一鉱床の場合カミ0.15%

カラチュカｰ鉱床の場合カミO･18%マロザライｰル鉱床

の場合が0.32%である.これら3鉱床の石灰石の鉱量

は計80,000万t生産量は約300万t/年となっている.

東シベリアでもっとも純度の高い石灰石を産出してい

るのがブリヤｰト白治共相国のビリュタｰ鉱床である.

ビリュタｰ鉱床:この鉱床はウラｰン=ウデｰ�
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市の南東80kmに位置し先カンブリア系の被変成石灰

岩からなっている.その平均化学組成はSi0･3.6%

�㈰���䙥㈰㌰���〵�����

%でガラス用としてもセメントやカｰバイト用として

も注目されているが魏在は化学工業製紙工業精糖

工業向けに採掘･出荷されている.

以上のほか比較的純度の高い石灰石の大型鉱床とし

て探査カミ行なわれたものにトルカシャｰ鉱床(クラスノ

ヤｰルスク地方)ウスチ=アンガｰ鉱床(イルクｰツ

ク州)ウスチ=ボｰルジャ鉱床(チタｰ州)チャゴ

ヤｰン鉱床とジカｰン鉱床(アムｰル州)ヒャｰゼム

スキｰ鉱床(ノ'パｰロフスク地方)スパｰスコエ鉱床

とノｰビツク鉱床(沿海州地方)ガｰモン鉱床(樺太)

などがある.

とくにガラス用原料として指定･研究されたのはスｰ

タリ鉱床だけである.

スｰタリ鉱床:本鉱床はノ･パｰロフスク地方のイ

ズベストコｰバヤ部落近くにあって原生代後期のロン

ドコｰ累層の被変成石灰岩からなっている.この石灰

岩層は厚さ30-100m走向NE-SWで傾斜50-70｡

を示し東西性断層によって南北2層に切られている.

層序的には上･中･下3層に分れていて下部層は均

質･白色･粗粒質のもので厚さが10-32m中部層は

淡灰色と白色で多数の方解石脈を伴い上部層は灰色と

暗灰色のものからなっている.主要成分の総平均含有

率はSiO.3.73%刈｡Oヨ｡.55%Fe20so.28%Ca0

49.89%Mg03.1%であり種別の平均組成は次表

の通りである.

種類

白色石灰岩

淡灰色石灰岩

灰色･暗灰色石

灰岩

SiO･1

㈬�

㈬�

��

州･･ll

�㌵

��

�〵

･･…1

��

�㈰

��

�伀

���

���

坊.68

�伀

��

��

��

灼熱減量

���

���

��　

しかし本鉱床は鉱量に問題があり果して独立した原

料基地になり得るか否か疑問がまだ残っているとして開

発されていない.

以上まとめてみるとシベリアと極東のガラス工業に

対する炭酸塩資源の確保はうまくいっていると言える.

とはいえ原料の晶質向上という点ではまだまだ検討の

余地があるだろう.そして1つの課題はソ連方式の中

心原料基地の計画的･合理的設定と建設であるがその

中での重点はFe分が少なくクラスノヤｰルスク市に

近いトルカシャｰ鉱床の開発におかれるのであろう.

ガラス用アルカリ資源

東西シベリアにはソ連全体の天然ソｰダ鉱量の99.4%

が集中し生産量では両シベリアカミ100%を占めている.

その中でもアノレクｰイ地方とクラスノヤｰノレスク地方

それにブリヤｰト自治共和国に天然硫酸ソｰダ(硫曹鉱)

鉱量の大部分が集っていて超大型鉱床カミ多い.

その一つにクチュｰク湖の鉱床カミある.

クチュｰク鉱床:これはバノレナウｰルｰクルン

ダｰ線ノボ=ブラゴベｰシチエンカ駅の南西7-8しmに

ありa)硫曹鉱と石膏を伴った粘土層b)粘土を伴

った硫曹鉱層(硫曹鉱含有率50-70%)c)硫曹鉱層

(硫曹鉱>75%一俗言で=ステクレｰツと呼ばれている)

の3種の鉱層からたっている.c)の厚さは平均2.3

mであるが分布は広くて湖の面積の2/3を占めその

Na.S0｡品位は平均41.8%に達している.溶かして洗

携すれば粘土分を0.4-0.5%まで下げることができる.

･)の固相の硫曹鉱鉱量はC､十C.50,000万tと発表さ

れているがa)とb)を入れれぱその数倍は軽いだろ

う.現在クチュｰク･コンビナｰトで製精した製品

は世界の最高級品として歓迎されている.さらにこの

クチュｰク湖に近いクノレンダｰ湖にも同じような硫曹鉱

鉱床カミあってその鉱量はNa･SO･換算で3,780万tに

達している.このほかアノレクｰイ地方にはマノレムィ

ｰシャンとミノ･一イロフスキｰ両地区を中心とした数多

の硫曹鉱鉱床がありその中で稼行されているのはミノ･

一イロフスキｰ鉱床離(クｰナタル湖とクチュルパｰク

湖)とペツホｰボ鉱床離(大ペツホｰボ湖と小ペツホ

ｰボ湖)である.

東シベリアには天然炭酸ソｰダ型の湖がかなり広範

に分布しているが湖水の炭酸ソｰダ含有率はあまり高

くたい.この種のもので稼行可能と思われるのはチタ

ｰ市の南西142k㎜にあるドロｰガ湖だけでその

塩水中の炭酸ソｰダ品位は3.08%鉱量はA+B+C･

炭酸ソｰダ換算33万tである.現在の青写真では炭酸

ソｰダ年産1.5万tの計画が出されている.

硫曹鉱鉱床として東シベリアに分布するものを列挙す

ればツスコｰリ湖コンゴｰリ湖カプチャニリンス

コエ湖(以上ノ'カｰシア自治州)セレンガｰ湖アノレ

ガｰ湖大レｰシチャチ湖(以上ブリヤｰト自治共和国)

の各鉱床がそうである.いずれも鉱量は大したことな

く10万tから最大180万t硫曹鉱含有率は25%から

43%までである.

以上のようにシベリアと極東のガラス工業はソｰダ

資源にこと欠か衣い.この点では恵まれた環境にある.

(筆者は鉱床部)�


